


24m(底 層)の3層 に垂 下 して2008年7 .月15日 ～

11月29日 の期 間 に付 着 生物 の着生 量をモニタリ

ング調査 した。概 ね1週 間ごとに付着 生物 の湿 重

量,被 覆 面積 を計測 し,そ の経 時変 化を調 べた。

結果および考察

生篭動態計測結果2008年7月15日 ～9 .月13

日夏期 に測定した既存生實の側面網下端4箇 所

(北側,南 側,東 側,西 側)と底而網 中央部の計5

箇所の水深(10秒 間隔)と流向・流速(15分 間隔)

の時系列データおよび潮位を図2に 示した。潮汐

と流れおよび網地の吹かれの関係をみると,大潮

の時に網地の吹かれが人きいことが分かる。流速

については,後 述する測器や網地 への付着生物

の影響が大きいために,測 器設置後2-3週 間経

過すると計測値が大幅に減少してしまう結果とな

ったが,流 速が相対的に高い値を示したときに,

網地が3-5m程 度も吹かれていたことが分かる。

次に,特 に網地の吹かれが顕著にみられた破

線で囲った部分①と②について,そ れぞれ図3お

よび図4に 拡大して示した。図3は 流速計設置か

ら1週 間後の2008/07/2210:00-07/2315:30の 計

測結果を示しており,流速の計測値は付着生物

による過小評価以前のデータだと考えられる。こ

の結果から潮汐,流 向・流速,網 地の吹かれの関

係を調べた。上げ潮時には1時 間程度 にわたっ

て南向きの0.20-0.27m/sの 流れがみられる。この

流れは,生 篭の設置してある柏島沖の湾 口の方

位から流れ込む流向にあたり,上げ潮時の潮汐

流だと考えられた。この 一定向きの速い流れのあ

るi二げ潮時の環境 下では,生 篭の底面網地は

3.1-4.8m吹 かれていた。その他の流速と比較する

と,流 速が0.20m/s未 満だと顕著な網地の吹かれ

は起こらず,0.20m/s以 上になると網地が3m以 上

吹かれることが分かった。

潮流に対する施設の力学的応答特性を解明す

るために実海域での実測データは重要であるが,

著者らのグループが開発している1,養 殖施設の

作用荷重と形状変形を数値シミュレーションを用

いて推定するシステムの算定結果と併せて,詳 細

な評価が可能となるであろう。

網地への付着生物の湿重量計測結果2008年7

月15日 ～ll.月29日 に網地に付着した生物の湿

重量と水温を図5に 示した。水深2,12,24mに 設

置した試験網地に付着した生物の湿重量の時系

列データと水深12mの 水温の時系列データを示

した。2008/07/15に 網地を設置した後,時 間経過

とともにどの水深においても実験期間中の付着生

物重量は変動するものの,お おむね増加傾向を

示した。付着生重量は2m,12m,24mの 順 に網地

の設置水深が浅いほど高い値をとった。また

09/06ま での高水温期間中は,重 量は単調増加し

て各水深で一度 目のピーク値を迎えた。その後,

水温が低 下し始めると付着生物重量は減少し

10/4付 近で極小値をとるが,ま た重量は増加して

ll/1付 近の低水温期にどの水深においても2度

目のピークが確認された。次に,網 地付着生物を

撮影した画像を川いて,画 像解析により求めた生

物と網地を含んだ投影面積を求めて,投 影面積,

空隙率,面 積比を算定した。付着生物は水深2m

では8/3の 実験開始後約3週 間で,投 影面積は3

倍以上になり空隙率が0.2程 度と短期間で網地の

大部分が生物に覆われた。水深12mで も8/24に

は空隙率が0.2程 度 になり,1ヶ月も経過すると網

地の大半が生物に覆われる結果となった。水深

24mで は11/29の 実験開始後4ヶ 月が経過しても
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